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文部科学省・気候変動予測先端プログラム
領域課題４ハザード統合予測モデルの開発

⚫ 統合ハザードモデル開発と
全国規模の将来予測
佐山敬洋（京大防）

⚫ 精緻なハザードモデル開発
とメカニズムの解明
田中賢治（京大防）

– ii-a 風水害・水循環
田中賢治

– ii-b 森林・沿岸生態系
藤井賢彦（東大大海研）

⚫ 激甚化する災害ハザードの
温暖化要因の定量化
竹見哲也（京大防）

⚫ アジア太平洋地域でのハ
ザードおよびリスク評価と
国際協力
立川康人（京大工）

⚫ ハザート・社会の将来変化
予測に基づく適応戦略
藤見俊夫（京大防）

iv. 国際協力

i. 統合モデル

ii. ハザードメカニズム

iii.災害EA

v. 適応戦略

PD 木本昌秀先生
PO 中北英一先生

⚫ 所管：文部科学省研究
開発局環境エネルギー

⚫ 期間：2022-2026年度

⚫ 予算：約5億円

⚫ PI：森 信人（防災研
究所）

⚫ 研究目標
– 主要ハザードモデル

のモデル統合化

– 日本全国・アジアを
対象に防災気候情報
プロダクト生成

– IPCC 第7次評価報告書，
「日本の気候変動２
０２Ｘ」「気候予測
データセット２０２
Ｙ」等への貢献
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参画・協力機関

⚫主幹機関

– 京都大学

⚫参画機関

– 北海道大学

– 水災害・リスクマネ
ジメント国際セン
ター (ICHARM)

– 農業・食品産業技術
総合研究機構

協力機関

合計：159名
学内：50名（防災研，工学，農学，総合生存学館）
学外：109名
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気候変
動リスク

気象
災害

河川
災害

沿岸
災害

土砂
災害

水資
源

社会防災研究部門
防災技術政策

防災社会システム

地盤災害研究部門

地盤防災解析

水資源環境
研究センター
地球水動態

社会・生態環境

地域水環境システム

工学研究科
水文・水資源

流域災害研究センター

河川防災システム

流砂災害

流域圏観測

気象・水象災害
研究部門

災害気候

暴風雨気象環境

耐風構造

沿岸災害

水文気象災害

気象水文リスク情報

総合生存学館
地球惑星水資源評価

巨大災害研究セン
ター

災害情報システム

災害リスクマネジメント

大気・水研究グループ

地盤研究グループ

学内
農学研究科
地域環境管理工学

センター設立と先端プログラムの関係
総合防災研究グループ
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領 域 課 題 ４
高潮

強風

河川 陸面

波浪

バイアス補

正・極値

適応戦略

iii.災害
EA

気候変動
202X
DIAS

政策への貢献科学成果

災害リスクモデル開発

ハザード予測データ・ノウハウ

v. 適応戦略開発iv. 国際協力

i.統合型
モデル

日本・東アジア
シナリオベース

ii.ハザー
ドメカニ
ズム

(a,b)

特定領域・緻密
シナリオベース

特定領域
Storyline

国際展開

領域課題４の概要
•シームレスなマ
ルチハザード予
測
•気候システムと
の相互作用

•疑似温暖化・
EAを核とした
災害ハザードへ
の温暖化要因定
量化
•最大クラスシナ
リオ予測

•アジア太平洋地
域の特性を考慮
した将来予測
•現地との協同・
研究支援

•予測を活用した
適応戦略の数理
モデル開発
•気候変動，社会
変化，多様な施
策のポリシー
ミックス評価

•複合災害評価
•暴露まで考慮し
た水災害リスク
評価
•森林・生態系に
及ぼす極端現象
評価

• 極端現象・温暖化予測・影響評価
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統合ハザードモデルの開発

領域課題４サブ課題I

波浪モデル

高潮モデル

陸面モデル

MRI-AGCM

降雨流出氾濫モデル

暴風モデルバイアス補正

河道モデル

降雨流出モデル

地球シミュレータ
統合ハザード
モデル

オンライン統合
ハザードモデル

入力シナリオの共通化による

マルチハザードの影響評価

SiBUC
Wave Watch 3

スラブ海洋結合モデル

日本全国スケール

1K-RRI

ADCIRC

全球スケール

d4PDF, TSE-C

モデル入力

AGCMとのカップリングによる

気候へのフィードバック分析

境界条件の相互授受による

要素モデルの連成

斜面災害

土砂モデル

1K-FRM/DHM

RRI

i. 統合モデル
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2019年台風19号の非温暖化・現在・将来の気候変動影響評価

藤原・竹見・森（京大防災研）

温暖化によりアウターレインバンドに伴う
降水が有意に強化

温暖化により発達したレインバンドは主に東北地

方を通過するため東北地方での降水量増加が顕著

再現実験より増加再現実験より減少

iii. 温暖化要因の定量化

+2K +2K
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5km d4PDFによる停滞前線線状対流系の将来変化

※各気候4アンサンブル（240年分）ずつ6～8月を対象とした結果

HPB_過去気候 HFB_2K上昇 HFB_4K上昇

徐々に
北まで拡大

太平洋側で
やや減少傾向

岡田・仲・中北（京大防災研）

iii. 温暖化要因の定量化
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２度上昇 ４度上昇現在気候

全国版
RRI+d4PDF5km
による全国河川
流量確率評価

京大防災研：Chen・佐山・菅原・山田・山本

i. 統合モデル
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人口変化
将来予測

人口分布
資産分布
産業分布

高潮
氾濫解析

平均予測

最悪の予測

年

適応レベル

不確実性評価

リスクカーブ
（不確実性）

超過確率

被害

気候変動
シナリオ

2020 2050 2100

気温上昇

①人口・資産・産業の将来変化を考慮したリスク評価

②不確実性を考慮した

適応戦略設計の方法論

③流域治水ポリシーミックスの立案・評価

排水樋門
(フラップゲートなど）

ex)1.0×1.0m

管渠
ex) 0.1×0.1m

流末排水口
ex)0.6×0.6m

水路
ex) 3.0×2.0m

畦畔高
Ex) ＋0.3m田んぼダム

貯水池
堤防嵩上げ
土地利用規制

政策
効果検証

最適計画の立案

ポリシー
ミックス

ハザート・社会
の将来変化予
測に基づく適
応戦略

v. 適応戦略
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領域課題４の5年目目標

成果目標

•主要ハザードモデルの統合化

•次期d4PDFの作成（領域課題3）

•防災気候情報（風水害予測）プロダ

クト生成

•National Report「日本の気候変動２

０２Ｘ」等への貢献

• IPCC AR7等に対して貢献

出口戦略

•科学・技術知見の共有

• 気候変動対策に活用される科学的

根拠やノウハウを創出

•国内温暖化影響評価・適応政策への

コミットメント国際展開
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周辺状況・今後
プログラムのフレームワーク・成果の活用
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社会構造変化

気候変動影響

適応レベル

No/Low-regret/順応的適応策に向けて

適応メニュー

適応コスト

適応時間

ハザード

脆弱性曝露

気候変動
リスク

適応策・
政策

気候変動予測リスクの有効活用
理工農社会科学のブリッジ

人材育成・産業創出
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センターを軸とした研究・社会実装コミュニティーの連携

気候変動予測

緩和策

適応策

影響評価

気候変動予測

•温暖化レベル

•気候変化と変動

•予測不確性

実務機関

•量的評価

•適応プラン

•政策への反映

極端現象の影響

適応策研究

•防災気候情報の創出

•予測と適応のブリッジン

グ

領域課題１～３

領域課題４

トータル
コスト
最適化

予測情報
極端現象
プロセス
モデル

順応的適応

温暖化レベルに対応した
適応プラン

技術
革新

温暖化レベル

IPCC AR7
日本の気候変動202X

ユーザーワークショップ
データの省庁・民間での
利活用

省庁政策での活用
海外機関での活用
リスクコミュニケーション

成果活用

成果活用

学内外関連
機関・部局
との連携強

化

コミュニ
ティー拡大
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おわり
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